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COVID-19流行下での感染症診療 
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COVID-19 の感染拡大が続いており、静岡県内でも報告数が増えています。11 月

からは、抗原検査や PCR 検査を行う施設が増えており、診断数に反映されている可

能性があります。一方、県内外を移動する方も増えているのは事実です。COVID-19

はウイルス感染症ですので、初期治療の段階で抗菌薬投与をすることはありません。

WHOでも COVID-19の治療として抗菌薬投与を推奨しておりません 1)。長期の経過

中、二次的に細菌感染を起こすことがあります。多くは入院対象となっている方です

ので、本邦では喀痰グラム染色、培養、血液培養から適切な抗菌薬を選択されてい

ます。感染者数、重症者の多い欧州では、入院初期でも、抗菌薬の併用が 60～85%

に及ぶという報告 2）3）もあり、今後の薬剤耐性率にどう影響するか注目するところです。     

診療所でも、発熱で来院される方が増えてきています。現時点では、インフルエン

ザ、COVID-19の検査については、すべての施設で行えるわけではありません。それ

でも、かかりつけの方が発熱をきたすことはあり、何らかの対応は必要です。COVID-

19 の症状発現の順序は、発熱、咳、疼痛、消化器症状が多く、インフルエンザの咳、

疼痛、発熱とは、やや異なります 4)。ただ症状だけで、インフルエンザとの区別は困難

と言われています。臨床経過も、無症状から軽微な風邪症状、二峰性の悪化をきた

す方、高齢者ではいきなり重症肺炎をきたす方も見られます。抗原検査は、迅速にで

きますが偽陰性の可能性もあり、PCR 検査は結果が判明するのに時間がかかりま

す。発熱外来では、通常されている検査がしにくい状況にあります。感染地域への移

動歴、感染者との接触歴、味覚・嗅覚障害があれば、COVID-19を強く疑うことができ

ますが、そうでない場合もあります。ウイルス感染は対症療法を中心に行いますが、

細菌感染やインフルエンザをカバーするため、広域抗菌薬と抗インフルエンザ薬も処

方しておけば、よいでしょうか。 

 

症例 1 40代男性 発熱 

移動歴、会食歴、接触歴なし。前日悪寒、急な発熱で倦怠感、腰痛 

→気道症状なく、他疾患既往歴もなし。尿沈渣で白血球 10＜/HPF 

血液培養、尿培養を提出した後、大腸菌をターゲットに地域のアンチバイオグラム 5)

を参考に ST合剤を開始。 

（注：ディップスティックで白血球エラスターゼ、亜硝酸塩陽性から尿路感染症の診断

も可能です。亜硝酸塩はプロテウス、大腸菌、クレブシエラのような腸内細菌では陽

性になりますが、腸球菌、Staphylococcus saprophyticus では亜硝酸塩を産生しな

いことに留意する必要があります。大腸菌が起因菌であることは多いのですが、亜硝

酸塩陰性で、尿路感染を否定するのには、注意が必要です。グラム染色が可能な施

設では、より起因菌を絞ることはできます。） 



症例 2 40代 女性 発熱 

移動歴、会食歴、接触歴なし。前日より咽頭痛、来院時、右頸部痛 

→咳嗽、鼻汁なく、扁桃発赤あり、子供も発熱、扁桃発赤、modified Centor score 3 

溶連菌感染症が疑われたが、迅速検査は行わず、3 日分 AMPC を処方、翌日には

解熱、咽頭痛も消失したため、臨床的に溶連菌感染性咽頭炎と診断し、AMPC を 7

日分追加した。 

（適切な感染対策を講じれば、溶連菌迅速検査は施行可能です） 

 

症例 3 20代 女性 発熱 

移動歴、会食歴、接触歴なし。前日、夕食にサラダ、夜半から発熱、来院前に下痢 

→気道症状なく、下痢は頻回になり血性となる。家人は無症状 

便培養では、ベロトキシン陰性の病原性大腸菌、抗菌薬は処方せず、整腸剤のみで

症状軽快。（便のグラム染色で白血球の存在やカンピロバクターのチェックをすること

もできます） 

 

いずれの症例も発熱がありましたが、現在インフルエンザの流行期ではなく、抗イ

ンフルエンザ薬の処方の意味は少ないと考えられます。今後の流行状況によっては、

最初からインフルエンザや COVID-19の検査を施行することもあるのかもしれません。

特に診察室以外で診療される場合には、診察自体が難しいこともあります。検査数を

増やし、感染者を早期に見つけることは大切かもしれませんが、それ以外の疾患にも

しっかりとした対応が求められます。普段であれば行う検査も、施行に躊躇することも

あり、今冬は診療にも制限があるかもしれませんが、できる限りの問診と診察から、

適切な治療へつなげていきたいところです。 
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